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 2018年9月6日に発生した胆振東部地震で、大規模な土砂災害に
見舞われたのは北海道厚真町。東北の自治体では岩手県釜石市、
宮城県気仙沼市、石巻市、そしてETIC.が、ローカルベンチャー推進協
議会の仲間として2015年よりご一緒してきました。この繋がりから何かで
きる事はないかと模索する中で、10月22,23日には、気仙沼市、釜石
市の職員や、宮城県女川町のNPO法人アスヘノキボウの代表理事、
岡山県の西粟倉村の職員、ETIC.代表宮城ら十数人が厚真町へ赴
き「厚真町応援会議」を実施しました。 
 東北の震災経験者からは「仮設住宅に入った高齢者は閉じこもりや
すい。気をつけて」「住民が集えるサロンを作るなど工夫して」などのアドバ
イスが、また厚真町職員からは「仮設住宅の住民自治会をどう作ればい
いのか」「見守りなどの役割分担は必要か」などと様々な質問が飛び交
い、東北の復興の経験から本当に様々なことを学びました。 
 参加した厚真町職員からは、復興計画の策定、財源の課題、生活
援助員の体制、集団移転や都市計画の進め方、発災を機に住民参
加型のまちづくりをどのように推進するかなど、様々な課題に直面する中
で、未来像から目の前の膨大な手続きまでを含めて、これから起こるこ
と・すべきことを具体的に学べたことは本当に有り難い、との言葉がありま
した。また、大きな被害があったからこそ、震災前からあった問題意識にど
れだけ真剣に向き合って取り組めるか、次の時代のお金・人をどう作って
いけるか、その腹の括りが重要だと思っている、と決意の言葉もありました。 
 ETIC.ではこれを受け、町の施策推進の力となる人材の増員をサポー
トすることがその大きな一歩になると考え、厚真町役場職員の採用支
援を行いました。 

厚真町応援会議：北海道胆振東部地震に際して 

※ ローカルベンチャー推進協議会とは： 
全国11市町村が連携し、地方創生の核となる「地方での起業・新規事業（ローカル
ベンチャー）」を創出するための広域連携プラットフォーム。メンバー自治体は、岡山県
西粟倉村（代表幹事）、岩手県釜石市（副代表幹事）、北海道下川町、同厚
真町、宮城県気仙沼市、同石巻市、石川県七尾市、島根県雲南市、徳島県上勝
町、熊本県南小国町、宮崎県日南市。事務局はNPO法人ETIC. 

https://initiative.localventures.jp/ 
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地域コーディネータの配置について 

 みちのく復興事業パートナーズの活動と連動し、2020年に向けて、東北のリーダーコミュニティをより活性化、自立化して継続していく

ことを目指し、各地のリーダー交流密度を上げ、新しい次世代層を発掘する存在として、各地の現状に精通し、ネットワークを持つ

コーディネータを各県に配置。 

 岩手県：太田陽之さん（Pサポ）、宮城県：小林恵里さん（風景屋 ELTAS）、福島県：高橋あゆみさん（復興支援セン

ターMIRAI）と三県のCDが確定し、８月から活動が始まった。 

岩手県コーディネータ 太田陽之さん 
宮古市出身。岩手大学在学中から地域づくりに関わる。卒業後、2012年にNPO法人いわて地域づくり支援セン
ターに入社。地域コミュニティ組織の運営や事業実施の支援、公共交通の利用実態調査などの社会ニーズ調査に
従事。同法人を退職後、2015年度から現在従事している株式会社Pサポ東北の設立から加わり、岩手県を拠点
として、公共交通や観光動態の実態調査の実施や、地域コミュニティ組織における住民参加型の事業計画策定や
事業実施の支援に従事。日々、パブリックリソースのサポートを行っている。 

福島県コーディネータ 高橋あゆみさん 
復興支援センターMIRAI所属、まちづくりコーディネーター。 
福島県福島市出身。福島大学卒業後、（一社）ワカツクに入社し、長期実践型インターンシップをとおして若者
がチャレンジしていく環境づくりに取り組む。2014年4月から福島大学のCOC事業「ふくしま未来学」に参画し、原子
力災害からの地域再生をめざし、住民と学生がともに地域の課題解決にむけて学び、実践をするプログラムの企画・
運営を行う。2014～2015年には福島の未来を担う若者向け人材育成プロジェクト「ふくしま復興塾」の事務局も
務める。2018年8月から現職において、オープンデータブック「相馬INDEX」の制作をはじめとした相馬市の産業創
出と地域の課題解決にむけた企画・運営を行っている。 

宮城県コーディネータ 小林恵里さん 
2009年早稲田大学国際教養学部卒業。新卒で入社した国際見本市主催会社にて、3年弱セミナー企画運営
を担当する。その後小さな古本屋を立ち上げ、約1年仕入れから値付け、在庫管理、店頭販売まで経験。軌道に
乗った店を共同経営者に託し、約1年間外資系インターネット関連企業人事部にて新卒採用に従事する。2013
年一般社団法人ap bankへ転職後、2014年にはReborn-Art Festival（芸術祭）の立ち上げのため石巻に
移住し、実行委員会の立ち上げから行政との連携、アーティストや現地協力者の対応まで幅広く業務を担当。
2017年夏に第一回Reborn-Art Festivalの開催を経て退職。2017年11月より夫が主宰する風景屋ELTAS
へ参画。主に企画、ディレクション、バイヤー業務を担当する。 

項目 活動の方法 活動のKPI（初年度） 

①東北のリーダー、リーダー予備軍の
発掘 

これまでのネットワークを使いながら共通フォームにリス

ト化していく 

各県人材リスト50名（リーダー層・予備軍

層含む）／年 

②東北のリーダーへの取材・原稿作成 ①の中から、月に2-3件程度直接現地で取材を行い、
共通フォームを使いながら「社会課題解決中MAP」に
アップしていく 

取材・記事掲載数2-3記事／月 

③みちのく事業ブラッシュアップキャンプ

の開催 

運営スタッフとして、企画から広報、当日の開催を一

緒に動いていく 

実り多きイベントとなること 

④東北オープンアカデミーのFW組成

コーディネート 

リーダーたちとの会話や取材の中でFWの種をみつけ、
人を繋ぎながら、リーダーにFWの開催を提案していく 

東北OAのFW組成数各県3件／年 

⑤リーダーや予備軍の交流の場の開

催 

企画から一緒に考えていく 初年度は１～２回開催 

⑥定例ミーティング 事務局との月１回のオンラインミーティング、パートナー
ズの連絡会でも数ヶ月に一度オンラインで活動報告 

ー 

上記全てにおいて、リーダーたちに近い存在として、直接コミュニケーション取り、東北のリーダーコミュニティの 
仲間を増やしたり、事業ブラッシュアップキャンプや東北OAの参加者を増やすのが役割。 

２ 



岩手県 

宮城県 

福島県 

社会課題解決中マップ 東北掲載事例 

３ 
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みちのく事業ブラッシュアップキャンプ2019 
～まつろわぬ民の宴～ 

 東北で社会課題の解決や地域おこしに取り組む起業家や

リーダーが集まり、お互いの事業を発展するために構想している

新しい事業や取り組みをプレゼンし合い意見交換を重ねる場と

して開催しています。 

さらに、今回の開催日程の中で、リーダー同士の交流を通して

互いの強みを活かした事業の協力や連携が生まれるキッカケづ

くりの場にもなっていきました。ここからは、当日の様子を紹介し

ていきます。 

● みちのく事業ブラッシュアップキャンプとは 

開催概要 

・開催日程：2019年1月10日(木)～11日(金) 

・開催場所：岩沼屋（宮城県仙台市） 

・参加人数：54名 

● 開会・オープニング 

 主に岩手、宮城、福島の3県から約60名が参加して行われ

た当キャンプ、会場に用意されたイスも埋まりいよいよ始まりま

す。初めて今回の様な集まりに参加する人、同様の集まりで

既に見知っている人がいて、初めての人は「どんなことを話せば

良いの？」というそわそわとしたやや緊張感が漂う会場で、今

回の集まりの趣旨を説明していきます。  

 主催者側から、 

「今回の集まりではメンタリングする側、される側、年齢や立場

は関係なく、お互いを高め合う場として、自ら一段上のステー

ジに立ち上がれる機会にしてほしい」 

といった趣旨の挨拶があり、さらに、これまでにも参加したことの

ある人からも、 

「自分を丸裸にされて、異なる視点から気づきをもらえる場」

「自分の中のいろいろな引き出しを見せ合い高め合う場」 

といった、経験を交えてこの集まりがどんな場なのかの紹介があ

り会場の雰囲気も少しほぐれました。その後、お隣の人同士で

の自己紹介タイムを挟み、相互メンタリングの時間が始まりま

す。 

● 相互メンタリング 

 今回のメンタリングはメンター1名とメンティー2組にスタッフ1名

が加わる形式で12テーブルに分かれて実施しました。 

メンティーからの「新事業のアイディアを実現するために必要なこ

と」「取り組んでいる事業での課題を解決するヒント」といった相

談に対する各メンターの視点でのアドバイスだけでなく、テーブ

ルにつく全員がひとりひとりの相談内容について考え、団体間で

連携することで解決出来そうな方法を考えるテーブルもありまし

た。 

４ 

４ 



 事業構想VBMでは、相互メンタリングでメンターを務めた参加

者の中から6名が構想中の事業ついて簡単な発表を行い、他

の参加者が発表した団体の仮想理事になり構想中の事業に

ついて協議を行いました。 

● 事業構想VBM（仮想理事会） 

 初めて聞いた事業の内容に各参加者の経験や視点を踏ま

えた質問やアイディアが出されたことで、事業の必要性や課題

を掘り下げ、実現する上での課題の解決策を検討することが

できました。 

VBMの開始早々は興味はあるものの何を話せば良いのか分

からないという様子だった参加者も、話が進むにつれて自分事

として意見や考えを話せていて、発表者だけでなく参加者に

とっても考えを深める場となり、時間としては短かったものの密

度の濃い話し合いの場になっていました。 

● 話題提供セッション 

 夕食でお酒を交えて親睦を深め、初日の締めとなる話題提

供セッションに入ります。 

 相互メンタリングは当キャンプでは2日間を通じて各メンティー

4回(合計2時間)の機会を設けており、毎回の参加者の組み

合わせも変わるので、常に参加者間で新しい意見や考え方を

お互いの視点で出し合い、持ち込んだ新しい事業やアイディア

に改めて向き合い、当初の課題に対する解決方法を確立して

いくという「ブラッシュアップキャンプ」を体現する時間が流れてい

ました。 

 参加者の中から10名程度から話題提供として「今、自分が

話したいこと」を発表してもらい、他の参加者は自分が興味を

持った提供者のテーブルに集まります。 

発表された話題は「団体間での人事交流や交換留学」「東

北のリーダー論」など、この場に集まる人達だからこそ深められる

ものが多く、お酒を飲みながらということもあってか、どのテーブル

も和やに、時にまじめに議論を行いました。 

そして、あるテーブルからは次年度の東北オープンアカデミーの

フィールドワークが生まれ、「誰かの関心事」が「みんなのやりた

いこと」に発展した瞬間となりました。 

● 創発MEETUP 

 キャンプ2日目は午前中に相互メンタリングを各メンティーが2

回ずつ行い、初日に引き続き事業の磨き上げを行いました。 

昼食を挟んで、キャンプ最後の企画となる創発MEETUPを行

います。 

この企画では、参加者全員が今回のキャンプを通じてさらに考

えを深めたいことを書き出し、自分の考えと近い人同士でグ

ループをつくり、ワールドカフェ方式で議論を深めました。 

５ 



 創発MEETUPにより、参加者間で連携した事業を考えるきっ

かけや実際の取り組みに発展しそうな結論を得たテーブルもあり

ました。 

● クロージング 

● おわりに 

 全ての日程を終えて充実した様子の参加者が、キャンプを通

じて収穫したことから「今この瞬間から取り組んでいくこと」をひと

りひとり書き出し宣言しました。 

 今回のキャンプの参加者の感想として、「自分の考えを肯定

的に考えることができた」「仲間がいることを確認できた」「事業

に活かせる気づきをもらった」といったコメントが多く見られ、東

北の新しい動きの芽が出たキャンプとなりました。 

 

この芽を伸ばして育てるために、今後も東北のリーダー間で交

流し学び合う場面を事務局がつくることに加え、今回の参加

者の間で新たに生まれて続いていくことと思います。 

ちょうど1日前までは初めて参加する場に戸惑っていた人も、2

日間を共に過ごし、自分のことをさらけ出し、考えを深めたこと

で、「また会おう」と言ってそれぞれの場所に帰る姿が見られまし

た。 

６ 
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東北オープンアカデミー 

        （第4期） 

 2015年に始動した東北オープンアカデミー。これまでの4期で61

件のフィールドワークに、延べ349名の方に参加いただきました。 

当初、東北に関わる新たな仲間を募る場としてスタートしましたが、

昨年からそのあり方を大きく見直しました。今の東北には、多様な

分野で先鋭的な取り組みが広がってきています。どの地域よりもリー

ダーシップ密度の濃い東北各地での実践の場を、まずは東北内の

リーダーの間で訪問し合う機会(フィールドワーク)として再定義して

います。そうしたリーダーシップ密度の高さを求心力として、それぞれ

に訪問し合う機会を多くの潜在的なフォロアー（都市部の人材

等）にも公開するような形で、次なる担い手を呼び込んでいければ

と考えています。 

 

■2018年度 第4期 8件 

１）ウニの町が創る、「海の環境を守りつなぐ」地域商社のしくみ 

   と八戸の巨大朝市＠岩手県洋野町、青森県八戸市 

２）馬ふんと地熱とマッシュルーム＠岩手県八幡平市 

３）2019ラグビーワールドカップ・レガシープロジェクトと釜石 

   DMO戦略＠岩手県釜石市 

４）海中熟成酒のトライアルツアー＠岩手県陸前高田市 

５）食と農で実現する世界基準の地方創生＠宮城県山元町 

６）企業研修に役立ちつつ､その浄財で福島の人材を育成する 

   ＠福島県南相馬市 

７）人口ゼロからの挑戦。「加点法」でのまちづくり。 

   ＠福島県浪江町 

８）西海岸プロジェクト＠山形県庄内地方 
 

※2019年度（第5期）は間もなく公開予定です。 

＜気仙沼市＞2018年度に気仙沼市本吉放牧場(モーランド)

に地域おこし協力隊が参画いたしました。モーランドは気仙沼市

南西部の山間に広がる牧場で、古くから地域に親しまれてきまし

た。また、主の事業は地域の酪農家から預かった牛を放牧するこ

とでありましたが、周囲の酪農家も高齢化が進んでおり、これまで

の事業の在り方から、新しい挑戦をしていく必要があります。そこで

協力隊が新たに加わり、新しいモーランドの事業の在り方を作って

いくことになりました。また、2016年より「気仙沼地域エネルギー開

発株式会社」「気仙沼まち大学運営協議会」「一般社団法人

気仙沼地域戦略」「気仙沼水産資源活用研究会」「一般社団

法人まるオフィス」の5つの団体で活動を始めた計9名の地域おこ

し協力隊も、各々活躍をしております。2018年度はＮＰＯ法人

ＥＴＩＣが主催する「ローカルベンチャーラボ」に2名の隊員が参

加し、協力隊の終了後を見据えたビジネスプランを磨きました。 

ラボ受講生の昆野哲氏は現在気仙沼市内に唯一残る銭湯「友

の湯」を起点としたエリアリノベーション事業として、銭湯シェアハウ

スを起点とした、移住定住やコミュニティ支援事業を構想していま

す。気仙沼に新しい産業を生み出すべく、新しいチャレンジが広

がっています。 

気仙沼/石巻 

右腕 ＆地域おこし協力隊の動き 
５ ６ 

＜石巻市＞「石巻市地域おこし協力隊×右腕プログラム」、とし

て、今年度は石巻市北上地区で活動するウィーアーワン北上に

地域内で住民とコミュニケーションをとりながら健康を見守る 

「コミュニティナース」として平野亜紀さんが着任しました。地域内

での活動に加え、石巻市のローカルベンチャー推進事業として行

われている石巻版松下村塾にも参加。松下村塾は右腕受け入

れ先リーダーで元高校教師の亀山貴一さんが塾長を務め、石巻

で挑戦する人を支援しています。3/9(土)の成果発表会では、

他の受講生と一緒に、亀山紘石巻市長の前で事業プレゼンを

行いました。 

 

 

 

 

「石巻市地域おこし協力隊×右腕プログラム」は、現在も2名の右腕

（協力隊員）を募集中です。 

●「雄勝」の豊かな地域資源「牡蠣」を世界に発信し、地域に賑わい
と雇用を生み出す!／株式会社海遊  
https://drive.media/career/job/18685 

●ササニシキ農家と一緒につくろう!「農を中心とした地域おこし」 
／株式会社田伝むし 
https://drive.media/career/job/16804 

https://drive.media/career/job/18685
https://drive.media/career/job/18685
https://drive.media/career/job/16804


みちのく復興事業シンポジウム  
     ～  東北から、パラダイムシフト  ～  

開催概要 

・開催日時：2019年3月5日(火) 14:30～17:00 

・開催場所：電通ホール（東京都港区） 

・参加人数：152名 

＜イベントの概略＞ 

 2013年から年１回開催されているシンポジウムで、今回で

７回目となりました。震災後の東北では、これまでと違う価値

観で豊かな暮らし方を求め、持続可能な地域社会をつくろうと

する取り組みが数多く生まれました。これからの社会における

人々の幸福な生き方や産業の在り方とともに、東北で生まれた

活動が示す〝未来の兆し〟について考察することを目的とし開

催されました。 

 

● 開会の挨拶 

 みちのく復興事業パートナーズ参画企業である株式会社電通 代

表取締役 遠谷信幸氏より、「東日本大震災は、人生で大事なもの

は何なのか、これからどのような社会を築いていくべきなのかを私たちに

問うてくれた。このシンポジウムが更なる繋がりを生み、それを促進して

いくきっかけになることを願っています。」とご挨拶いただきました。 

● みちのく復興事業パートナーズの紹介 

 NPO法人ETIC. 山内幸治より、事業の紹介を行いました。本事業

は2012年6月、「東北の自立的な復興に寄与するべく現地のリー

ダーを支援する」という目的のもと発足しました。 

2013年より始まった年一回のシンポジウムも今年で７回目となり、今

回のテーマ「東北から、パラダイムシフト」は非常に大きなテーマですが、

予定調和ではない未来の話をできる場になればと願い企画した趣旨

を述べました。 

● 第１部：基調講演 

 『幸福とイノベーション』と題し、慶應義塾大学大学院 システムデザ

イン・マネジメント研究科 教授 前野隆司氏より講演いただきました。 

＜プログラム内容＞ 

第1部基調講演 「幸福とイノベーション」  

 ・前野隆司氏 

（慶應義塾大学大学院 システムデザイン・マネジメント研究科 教授） 

第2部ショートプレゼン「第四次産業革命の本質」 

 ・須賀千鶴氏 

（世界経済フォーラム第四次産業革命日本センター センター長） 

第3部ディスカッション「第四次産業革命から見た東北」  

 ・NoMAラボ チーフプロデューサー 高橋大就氏  

 ・合同会社巻組 代表社員 渡邉享子氏 

 ・株式会社ポケットマルシェ 代表取締役 高橋 博之氏 

８ 
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 また、幸せの４つの因子（やってみよう、なんとかなる、ありのままに、

ありがとう）と、「失敗するかもしれないけれどTry & Errorでやってみ

よう」というところからイノベーションは生まれるという“イノベーションの条

件”が合致することからも、その機運が高まっている東北という地域が期

待できることをお話いただいたことは非常に印象に残りました。 

利他の象徴である“太陽”のように、みんなが本当にやりたいことを理解

し信頼し合い、楽観的で前向きに自分らしく生きる幸せな社会を目指

したいと、結びの言葉をいただきました。 

● 第２部：ショートプレゼンテーション 

 『第四次産業革命の本質』と題し、世界経済フォーラム第四次産業

革命日本センター センター長 須賀千鶴氏より講演いただきました。 

2017年3月に米国サンフランシスコに設立された第四次産業革命セ

ンターの一番最初の支部として日本が選ばれました。官民が連携し

様々なバックグラウンドの人が関わり、あらゆる変化をデータ・ドリブンに

起こしていくことを目的とされています。その際に重要となってくるのが、

ある程度人口と経済規模が大きい国でデータを集め実証していくこと

ですが、中でも日本は震災後に世界を驚かせた通り「大変な時ほど 

協力し合う特徴」があり、マルチ・ステイクホルダーで同じ課題について

話し合う必要がある際に対等なパートナーシップを築けることから、セン

ター設立の目的地とされたそうです。この背景からも、震災後の東北が、

まさに社会全体に変化を起こすにふさわしい土地だと言えそうです。 

 今後は「人々の生活にとって非常にインパクトや効果はあるのに、専

門的すぎてあまり理解されない課題をしっかり認識して議論していける

よう務めたい」という目標をシェアいただき、多くの方の共感を得られまし

た。 

● 第３部：ディスカッション 

 『第四次産業革命から見た東北』と題し、以下のプレゼンターをお呼

びして議論を行いました。 

 

・慶應義塾大学大学院 教授 前野隆司氏 

・世界経済フォーラム第四次産業革命日本センター  

                       センター長  須賀千鶴氏 

・NoMAラボ チーフプロデューサー 高橋大就氏 

・合同会社巻組 代表 渡邊享子氏 

・株式会社ポケットマルシェ 代表取締役 高橋博之氏 

 

まずはNoMAラボの高橋氏、巻組の渡邊氏、ポケットマルシェの高橋

氏がそれぞれの事業紹介を簡単に行い、ETIC.宮城から質問を投げ

かける形で進行しました。 

 前野教授からは幸福学の基礎や重要な概念をご説明いただいた後、

どのような状況下でイノベーションは起きやすいのかという点をお話いた

だきました。合理的・効率的に競争に勝つという時代は終わりを迎え、

従来の概念にとらわれずOut of Box Thinkingができるプレイヤーが

伸びていく時代であること、また多様性のあるチームの成果はイノベー

ティブであることが多いという研究結果からも、まさに震災後の東北がそ

のような場であると言えるのではないか？というお話には、多くの方々が

頷いているように見受けられました。 

９ 



● 閉会の挨拶 

 ETIC.宮城の「福島は東北の中でも課題先進地域だと思うが、どの

ような分野で課題解決に向けて取り組んでいる/いけると思われる

か？」という問いに対して、 NoMAラボの高橋氏は「ドローンの実験場、

自動運転試験場、IT教育分野、高齢者×テクノロジーなど、チャレン

ジが起こしやすい環境である福島だからこその新しい分野で進んでいる

と感じます」と回答されました。須賀氏も「震災直後の人々が耐え整

然と復興に向かった姿は最初に世界にワオ！と言わせ、次にワオ！と

言わせるのはテクノロジーが実現する新しい社会なのではないか」とコメ

ントされ、まさにそれこそ第四次産業革命なのではないかという話題と

なりました。 

 次に、巻組の渡邊氏からは「現在は、絶望的な条件の中でどうそれ

を乗り越えていけるかと思考できる人が活躍できる時代であり、何を

やっているかよくわからないけれど幸せそうな人を増やしていかないと、日

本は限界がくるのではないか」という提言があり、それについて前野氏か

ら「AIは高度な大量のデータがあるところから仕事を奪っていくと言われ

ているが、“よくわからないこと”はコンピューターが真似できない（謎は

真似できない）。それが第四次産業革命なのではないか」とコメントさ

れました。 

そしてETIC.宮城の「これまで事業を通して生まれてきた関係人口の

例を教えて欲しい」との問いに対し、ポケットマルシェの高橋氏はサービ

スを通して故郷難民（故郷がない人）だった消費者と身寄りのない

生産者が繋がり”故郷”ができたという事例や、多様な消費者（例え

ばビジネスやマーケティングの専門家など）と交流が生まれることによっ

て生産者の意識が変容され売り方をも改善してしまう事例を挙げ、「こ

のような、異質な出会いが都会も地方も変えてしまうような取り組みを

続けていきたい」と回答。 

 最後に、どれだけテクノロジーが発達しようとも、大切なのは人の関わ

り（共感の力）であるという議論から、前野氏から「人は幸せの中にい

ると気づいていない人ほど幸せだという研究結果もあるので、幸せと第

四次産業革命について考えた時、人の繋がりの中で謎なことも謎じゃ

ないことも起きていて、気づかない中に実は存在するくらいの社会にな

ると良いと思う」と締めくくっていただきました。 

 ETIC.宮城より、「本シンポジウムに参加された方々にはこの機会を

未来に繋いでいただき、これからも何かご自身の立場で変化を起こし

続けていただきたい」というコメントで、閉会の挨拶とさせていただきまし

た。 

 

 関係者・協力企業の皆様におかれましては、改めて継続的な関わり

に感謝申し上げます。 
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福島復興産業人材育成塾も3年目となります。今年も7ヶ月間続く育

成塾の最初、will/can/mustの「will」に向き合う、リーダーシップセッ

ションを担当させていただきました。 

普段、東京だと、奇想天外なアイディアを持つ起業家の話を聞くことが

多いだけに、地域に根差した「建設業」「牧場」「花屋」…など思いっきり

地場の人たちが、どんな風に自分と向き合い、その先に新しい価値を

作っていくのか。 

「地域のために」と、強い思いを背負っている人が多いけれど、やっぱり、

他人が描いたものに向き合い続けるのは難しい時もある。でも、自分の

思いにはごまかしがきかないからこそ、そこに真正面から向き合うことが最

初のステップ。 

思いの原点を探るなかで、ホンネを語る照れや認めたくない癖がでてくる

こともあるけど、それを語る勇気に敬意を表しながら…。 

第３期はまだ始まったばかりですが、安心して話せる関係づくりに、少し

でも近付けたのなら嬉しいです。地域だからこそのダイナミックさとスピード

感。今後の広がりも、今からとっても楽しみです！ 

福島復興産業人材育成塾 

        （第3期） 

福島復興産業人材育成塾 

（第１・２期フォローアップ研修） 

ご支援・ご寄付のお願い 

2021年3月11日、震災から10年というタイミングに向けて、更に東北内でのチャレンジの活性化と、その自律的持続的な取り組みを支えていく

ために、私たちは下記の方針で取り組んで参ります。 

（１）東北オープンアカデミーを中心に、東北内のリーダー同士の学びのコミュニティづくりと、東北と都市部との希望関係人口づくりに取り組みます。 

（２）ローカルベンチャー推進協議会で連携する、岩手県釜石市、宮城県気仙沼市・石巻市、熊本県南小国町を中心に、東北や熊本内に官民連

携でのローカルベンチャーを支えるエコシステムのモデルづくりに取り組みます。 

 

 本プロジェクトについては、スタート以来、国内外の個人・団体・企業の皆様より大きな関心を頂戴し、2019年2月末現在、ご寄付・助成金

等の総額は1,004,078,935円（2018年度末のご寄付・助成金をもとにした震災復興基金残高は、約3,500万円）という多額のご支援

をいただいております。この場をお借りしまして、改めて心より感謝申し上げます。震災から10年という節目に向けて、引き続き東北のリーダーコ

ミュニティを育む取り組みを進めて参ります。 

皆様におかれましては、「震災復興リーダー支援基金」のPRへのお力添えをはじめとして、事業連携や各プロジェクトへの個別のご協力など賜りま

すよう、引き続きよろしくお願い申し上げます。 

連絡先・お問い合わせ先  

◆NPO法人ETIC.内  ローカルイノベーション事業部（震災復興リーダー支援プロジェクト）事務局 

（担当：山内・押切）  

東京都渋谷区神南1-5-7 APPLE OHMIビル4階  

mail : fukkou@etic.or.jp  Web ：http://www.etic.or.jp/recoveryleaders/index.html  

《ご寄付の受付》 ETIC.は認定NPO法人です。法人/個人ともに、ご寄付は税制控除の対象になります。 
           http://www.etic.or.jp/kifu 
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